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Logo 馬淵川上流国有林の森林計画に関する住民懇談会 

 林 野 庁  東 北 森 林 管 理 局  
  岩 手 北 部 森 林 管 理 署   

岩手山 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　それでは、岩手北部森林管理署の資料について説明します。
　１ページをご覧ください。
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 ● 説明の内容 

目  次 

          

  

 １ 計画区の主な取組状況について 
 

 ２ 次期計画の基本的方針について 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

１ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　説明の内容としては、
１　主な取組状況について
２　次期計画の基本的方針について
説明します。
　なお、いずれも当署の特徴的なものを取り上げているもので、通常実施している取組・事業等は割愛していますので、その点お含みおきください。
　では、３ページをご覧ください。
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１ 計画区の主な取組状況ついて 

２ 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（説明は省略）
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（１）公益重視の管理経営の一層の推進 

 路網と高性能林業機械を組み合わせた作業システムによる列状間
伐など、林況に応じた低コストで効率的な間伐の実施と間伐材の搬
出・活用に努めました。 
 列状間伐は、 
①選木が機械的で容易、伐倒でかかり木になりにくい 
②残存木への損傷が少ない 
③全木集材が容易 
なことから、引き続き列状間伐の実施率向上に取り組みます。 
 また、木製枠土留工を施工するなど、公共土木分野における木材
の利用に率先して取り組みました。 

３ 

  

○ 地球温暖化対策の推進 
 地球温暖化防止に向け、積極的な間伐の実施、健全な森林の
整備・保全等を率先して実施しました。 
 また、治山事業等の森林土木工事において、森林整備の推進
や炭素貯蔵にも貢献する間伐材等の木材利用を積極的に行いま
した。 

列状間伐実施後の林分の状況 

○ 公衆の保健のための活用の推進 
 森林浴や自然観察、野外スポーツ等に適した国有林野を「レク
リエーションの森」に設定し、地域と連携した魅力あるフィール
ドとなるよう取り組むとともに、インバウンド推進に向けた情報
発信や森林の手入れ等に取り組んでいます。 
  

修景伐採後 修景伐採前 

 山村地域に対する観光需要の拡大を図るため、「レクリエーションの
森」のうち、特に魅力的な自然景観を有するなど、観光資源としての活
用の推進が期待される箇所をモデル箇所（全国93箇所）として選定して
います（平成29年度林野庁新規事業「森林景観を活かした観光資源の
創出事業」）。 
 このモデル箇所に、岩手県では、当署の「焼走自然観察教育林」が選
定され、八幡平市とも連携しながら、修景伐採や歩道整備等に取り組
んでいます。 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

木製枠土留工 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まずは、主な取組状況についての「（１）公益重視の管理経営の一層の推進」です。
　その１点目は、「地球温暖化対策の推進」です。
　これは、各森林管理署等でも取り組んでいるものですが、当署でも近年、列状間伐の推進に力を入れているところです。
　平成29年度は、全間伐面積の64％を、30年度の予定では、92％を実行する考えです。
　列状間伐のメリットは記載のとおりで、間伐をどう行い、山をどう仕立て上げるかは林業経営者の判断ですが、民有林にも情報を提供していきたいと考えています。
　また、木材を利用することは地球温暖化防止に貢献することから、森林土木工事においても可能な限り木材の利用に努めています。

　２点目は、「公衆の保健のための活用の推進」です。
　林野庁では、平成28年３月に策定された「明日の日本を支える観光ビジョン」を踏まえ、観光先進国の実現に向け、平成29年度に、新規事業「森林景観を活かした観光資源の創出事業」を創設したところです。
　この事業においては、モデル箇所を選定し、インバウンドの推進を図ることとしており、岩手県内の国有林では、当署の「焼走自然観察教育林」が選定されました。
　インバウンドとは、外から入ってくる旅行、いわゆる訪日外国人旅行のことを指しており、八幡平市とも連携しながら、外国人旅行者の増加に貢献していきたいと考えています。

　次に、４ページをご覧ください。
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（２）森林・林業再生に向けた貢献 

 大きなまとまりのある間伐等の事業を、複数年契約により一括して発注し、
事業者の創意工夫を活かした効率的な間伐及び路網整備等を進めました
（平成27～29年度の３年間で、344haの間伐等を実施）。 
 

 
 
 
 

４ 

  

低密度植栽試験地 

○ 林業事業体の育成 
 林業事業体の創意工夫を促進し、施業提案や集約化の能力向上等を
支援するため、総合評価落札方式や複数年契約、事業成績評定制度等
の活用、作業システム等に関する現地検討会の開催などに取り組みま
した。 
 また、林業事業体の経営の安定化に資するよう、今後５年間の国有
林の伐採量の公表や、発注情報の公開など、情報発信の取組を推進し
ました。 

○ 林業の低コスト化に向けた技術開発 
 

 民有林への普及を念頭においた林業の低コスト化に向けた
技術開発を、産官学連携の下で取り組みました。 
 また、実用段階に到達した先駆的な技術や手法について、
地域の状況に応じて事業レベルでの試行も行いました。 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

＜単年度契約＞ 
１年目   ２年目   ３年目 

＜複数年契約＞ 
一括発注で効率的な路網整備 

複数年契約による効率的な森林整備のイメージ 

複数年契約による事業者のメリット 
・複数年の事業確保による雇用・経営の安定化につながる 
・高性能林業機械等の設備投資を実施しやすくなる 等 

 伐採後の再造林コストの低減に有効なコンテナ苗の植栽や下刈
の省略について、多雪寒冷地でのデータ収集を実施するため、試
験地を設定し、スギ・カラマツコンテナ苗の成長量や雪害の影響の
程度、下刈省略効果の検証等に取り組んでいます。 
 また、森林技術・支援センターにおいて、カラマツコンテナ大苗試
験地を設定し、下刈回数を減らす施業方法の開発等を今後実施し
ていきます。 

↑ 
カラマツコンテナ苗試験地の状況 

無下刈区（３年目） 

カラマツコンテナ苗試験地の状況 
１・３年目下刈区（３年目） 

↓ 

コンテナ苗（スギ）→ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次は、「（２）森林・林業再生に向けた貢献」です。
　その１点目は、「林業事業体の育成」です。
　林業事業体の育成は、我が国の森林・林業の再生に不可欠です。
　その中で、当署においては、間伐等の事業を複数年契約により一括して発注する取組を実施しました。
　この取組では、林業事業体が創意工夫した効率的な路網整備や高性能林業機械を組み合わせた作業システム等を企画提案することになっており、生産性の向上や林業事業体の育成整備につながることが期待されるものです。
　当署では、平成27～29年度の３年間で、344haの間伐等を実施しました。
　なお、複数年契約については、次期計画でも取り組むことを検討していきたいと考えています。

　２点目は、「林業の低コスト化等に向けた技術開発」です。
　低コスト化に向けて、植栽の省力化等が認められているコンテナ苗の植栽に取り組んでいるところですが、コンテナ苗の活用に当たっては、当署管内のような多雪寒冷地でも十分な成長が得られるか実証していく必要があります。
　実証を通じて技術的課題等を明らかにし、我が国でのコンテナ苗の普及に向け、生産方法や使用方法の改善に寄与していきたいと考えています。

　次に、５ページをご覧ください。
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  「遊々の森」は、学校や団体等と森林管理署が協定を結び、森林
環境教育の推進を目的とした様々な体験活動などのフィールドを提
供する制度です。管内では、２箇所の協定箇所があります。 
 また、毎年、地域の教育機関等からの要望による、継続的な森林環
境教育の取組も行っています。 

５ 

遊々の森 
「あっぴ高原遊々の森」 

の活動 
（八幡平市） 

（３）国民の森林としての管理経営 

○ 森林環境教育の推進 
 学校等と森林管理署が協定を結び、様々な自然体験や自然学習
を進める「遊々の森」の設定・活用など、森林環境教育に係るプ
ログラムの整備や国有林野のフィールド提供等に積極的に取り組
んでいます。 

 

○ 森林の整備・保全等への国民参加 
 自ら森林づくりを行いたい、次代に引き継ぐべき木の文化を守
りたいという国民の要望に応えるため、ボランティア団体等と森
林管理署等が協定を結び、国有林野をフィールドとして森林づく
り活動を進める「ふれあいの森」や「社会貢献の森」、「木の文
化を支える森」等を設定するとともに、技術指導等の支援を行い、
国民参加の森林づくりを進めています。 

 「ふれあいの森」は、植樹や下刈のほか、森林浴、自然観察会、
森林教室等の活動を行うことができます。管内には、２箇所（「知恵
の森」と「安比高原スキー場の森」）の協定箇所があります。 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

遊々の森 
「松尾鉱山跡地再生の森」 

の活動 
（八幡平市） 

ふれあいの森「知恵の森」の活動状況写真 
（自然観察会） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次は、「（３）国民の森林（もり）としての管理経営」です。
　その１点目は、「森林環境教育の推進」です。
　森林環境教育の場としての国有林野の利用を進めるため、フィールドの提供等に取り組んでいます。
　その一環である「遊々の森」は、管内に２箇所の協定箇所があります。
　「あっぴ高原遊々の森」は、八幡平市と協定を締結しており、市内の小学校の学習の場として利用されています。
　また、「松尾鉱山跡地再生の森」は、松尾鉱山跡地再生の森協議会と協定を締結しており、一般の市民の方の協力も得て、植樹活動等に取り組んでいます。

　２点目は、「森林の整備・保全等への国民参加」です。
　森林（もり）づくりのためのボランティア活動のフィールドとして提供しているもので、協定には様々な種類がありますが、当署管内には、ふれあいの森が２箇所あります。
　「知恵の森」は、安比ゆうゆう会と協定を締結しており、森林整備や散策路の整備、自然観察会等の活動を行っています。
　また、「安比高原スキー場の森」は、株式会社岩手ホテルアンドリゾートと協定を締結しており、下刈や除間伐等の活動を行っています。

　次に、７ページをご覧ください。
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２ 次期計画の基本方針について 

６ 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（説明は省略）
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 ● 次期計画策定に向けての基本的な考え方 

○ 林業の成長産業化という課題の中での国有林の役割の発揮 
 森林吸収源対策としての間伐及び主伐・再造林の推進、モザイク状に配置された森林への誘導等多様な森林整備の推進、森林施業の
低コスト化、計画的な木材供給に取り組みます。 
 また、森林総合監理士等による民有林への実践的な技術普及等に取り組みます。  

 林産物の供給については、公益的機能の維持増進を図るとともに、
持続的・計画的な供給に努めることを基本的な考え方として取り組ん
でいます。 
 特に、森林吸収源対策として積極的に進めている間伐に伴い生産さ
れる間伐材等を対象に、国産材の需要拡大や加工・流通の合理化等
に取り組む製材工場や合板工場等と協定を締結して、国有林材を安
定的に供給する「システム販売」を推進しているところであり、引き続
き推進していきます。 

森林作業道検討会 
（二戸市） 

森林共同施業団地検討会 
（二戸市） 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

 林業の成長産業化に向けた取組の一環として、採材や列状間伐、
森林作業道作設の技術向上に向け、県、市町、関係団体、林業事
業体とともに、国有林の素材生産現場において現地検討会を開催
しています。 
 また、２団地ある森林共同施業団地の現状評価を行い、取組内
容を検討し、次期計画に反映させていきます。 

７ 

民有林・国有林共同での現地検討会の実施 
区分 H26 H27 H28 H29 H30 

素材生産量 30,484 40,116 48,029 42,806 46,000 

うちｼｽﾃﾑ販売 18,727 21,420 33,268 32,156 31,500 

ｼｽﾃﾑ販売の割合 61％ 53％ 69％ 75％ 68％ 

（単位：m3） 

※H29は見込み量、H30は予定量。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次は、次期計画の基本的方針についての「林業の成長産業化という課題の中での国有林の役割の発揮」です。
　林業の成長産業化に向けては、公益重視の管理経営を一層推進しつつ、地域における木材安定供給体制の構築等を図るため、森林整備の結果得られる木材の持続的・計画的供給に努めます。
　そのためのツールとして、「システム販売」を推進していく考えです。

　また、事業展開を図りつつ、技術の向上に向けた民有林・国有林共同での現地検討会等を開催し、地域の林業関係者との情報交換を行うなど、民有林における普及・定着にも努めていきます。

　さらに、管内には、地域における施業集約化の取組を支援するため、民有林と連携した森林共同施業団地を２箇所設定しています。
　設定から、一定期間経過していることから、現状の評価と今後の取組内容について、検討を進めていく考えです。

　次に、８ページをご覧ください。



Company Logo 東北森林管理局 ○○森林管理署 

 ● 次期計画策定に向けての基本的な考え方 

ウルシの造林地 

○ 分収林制度による地域の伝統産業への貢献 
 

 将来の木材販売による収益を分け合うことを前提に、契約者が苗木を植えて育てる「分収造林」や、契約者が費用の一部を負担し
て国が森林を育てる「分収育林」を通じて、国民参加の森林づくりを進めます。 

 漆は、漆器、家具、美術品等の塗料として使われるほか、皇居正門や日光東照宮をはじめとした全国の文化財修繕において不可欠な資源で
す。また、平成27年から、国宝や重要文化財の修繕には、原則として国産の漆を使用することとされましたが、国産だけでは賄いきれない状況
にあります。 
 当署では、二戸市の漆生産者等と分収造林契約を締結し、国有林野のウルシから採取された樹液（原料生漆）を供給することで、地域の伝
統工芸品である浄法寺漆の製作等に貢献していきます（現在契約件数19件、面積64ha）。  

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

漆掻きの様子 

８ 

浄法寺漆器 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次は、「分収林制度による地域の伝統産業への貢献」です。
　最近、国産漆について、報道でよく取り上げられています。
　ご承知のとおり二戸市は、国産漆の生産量が全国一で、漆産業課という部署を設置し、その振興に取り組んでいます。
　当署としても、分収林制度を活用して、管内に64haのウルシの分収造林を設定し、漆生産の増加に協力しているところです。
　今後も、新規の分収造林の要望に対応していくことはもとより、更なる要望がないか二戸市と協議しながら、国有林として出来ることに協力していく考えです。

　次に、９ページをご覧ください。
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 ● 次期計画策定に向けての基本的な考え方 

八幡平地区高山植物 
盗採防止合同パトロール 

小学校での学習 
（八幡平市） 

こども樹木博士の様子 
（滝沢市） 

○ 豊かな自然環境の保全管理 
 

 管内では、優れた景観を有する貴重な天然林等が多数存在し、また希少野生動植物が数多く生息していることから、地域住民、ボ
ランティア、ＮＰＯ等とも連携を図りながら、その特性に応じた保全管理に努めます。 
 また、管内の教育機関の要望に応え、継続的な森林環境教育に取り組みます。 

 優れた自然景観を有している八幡平や安比高原等にある「自然観
察教育林」や「森林スポーツ林」、「遊々の森」等を活用し、小学校と
連携した森林環境教育を推進しています。 
【平成29年度の実績】 
・実施回数10回、参加者220名     

 十和田八幡平国立公園を抱える当署においては、環境省や関係
機関と連携し、高山植物盗採防止合同パトロールや外来植物駆除
キャンペーン等を行っています。 
 また、安比高原において、地元のボランティア団体が実施する美し
い高原を守るための刈払いや野焼き等の取組に協力しています。 
 さらに、地元自治体の協力も得て、不法投棄のパトロールやクリー
ン活動を行っています。 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

八幡平市不法投棄監視 
合同パトロール 

９ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次は、「豊かな自然環境の保全管理」です。
　国有林野は、国民共通の財産です。
　その国有林野を、山火事や高山植物の盗採堀、ゴミの不法投棄等から防ぐため、様々な関係者と協力・連携しながら、巡視や清掃活動等を行っていきます。
　また、安比高原における美しい風景・豊かな文化を次世代につないでいくため、地元のボランティ団体が取り組んでいる植生の復元等にも協力していきます。

　次代を担う子どもたちに、森林の大切さを理解・体験してもらうことは重要です。
　管内には、安比高原に美しいブナの森があることもあり、総合的な学習の時間等を活用して、自然や環境について学ぶため、地元の小学校等から継続した講師派遣の依頼があります。
　学習後は、子どもたちから御礼の手紙をいただき、励みにしているところであり、引き続き力を入れて取り組んでいく考えです。

　次に、10ページをご覧ください。



Company Logo 東北森林管理局 ○○森林管理署 

 ● 次期計画策定に向けての基本的な考え方 

○ 森林病害虫の防除等 
 

 松くい虫被害の拡大を防ぎ、貴重なマツ林を保護するため、地方公共団体や地域住民と連携しつつ、被害木を伐採して薬剤を散
布する伐倒駆除等の被害対策を進めます。 
 また、生息域の拡大が懸念されるニホンジカについて、日常の巡視強化による生息状況調査等に取り組みます。 

 東北森林管理局 岩手北部森林管理署 
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松森山御堂松希少個体群保護林 樹幹注入の様子 

 南部アカマツの系統をくむ貴重な天然アカマツ林である「松森山御堂松（みどうまつ）希少個体群保護林」について、松くい虫被害から保全す
るための予防措置として、平成28年度から数年かけて、保護林内のアカマツ全木（1,115本）に樹幹注入を行うこととしています。  
 また、松くい虫被害の疑いのある枯損木を発見した場合は、早期に伐倒駆除することを基本に取り組むこととしています。 
 ニホンジカについては、民有林とも情報共有を図りながら、早めの被害防止対策（忌避剤の塗布等）に取り組んでいく考えです。 

ニホンジカ 
（八幡平市で目撃） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次は、「森林病害虫の防除等」です。
　管内の民有林では、平成27年度に八幡平市で初めて、また、29年度に一戸町で初めて松くい虫被害が確認されています。
　八幡平市の東北自動車道西根インター出口付近に位置する「松森山御堂松希少個体群保護林」は、南部アカマツの系統をくむ貴重な天然アカマツ林であることから、松くい虫被害から守るため、予防措置として、保護林内の全木に対して、順次樹幹注入を行っていきます。
　なお、薬剤の効果は、６年であるため、継続して樹幹注入を行っていく考えです。

　また、マツの枯損木を発見した場合も、松くい虫被害の判定の有無にかかわらず、早期に伐倒駆除をしていく考えです。

　ニホンジカについては、今のところ当署管内では顕著な被害は認められていませんが、目撃情報の収集に取り組んでおり、今後は、民有林とも情報共有を図りながら、早め早めの対策を講じていく考えです。

　次に、11ページをご覧ください。　



Company Logo 東北森林管理局 ○○森林管理署  東北森林管理局 岩手北部森林管理署 

  
 
 

 林 野 庁  東 北 森 林 管 理 局  
岩 手 北 部 森 林 管 理 署 
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（参考）主要事業の実施状況 

計画項目 計画量 実績見込み量 
実績見込み割合 

（％） 
摘 要 

伐 採 
（千m3） 

主伐 303 295 97 年平均：68千m3 

間伐 554 502 91 年平均：109千m3 

臨時伐採 51 47 90 年平均：6千m3 

計 909 844 93 年平均：183千m3 

更 新 
（ha） 

人工造林 999 540 54 

天然更新 74 31 42 

計 1,073 571 53 

保 育 
（ha） 

下刈 2,439 1,242 51 

つる切・除伐 300 339 113 除伐Ⅱ類を含む 

計 2,739 1,581 58 

林 道 
（m） 

開設 24,601 12,185 50 

改良 － 390 － 

治 山 
保安施設（箇所） 31 11 35 

保安林の整備（ha） 773 538 70 

※実績見込み量（割合）は、平成26～28年度は実績量、29年度は実績見込み量、30年度は現在検討している予定量の合計により算出。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは、参考として、現行計画における主要事業量の実施状況を掲載しました。
　後ほど、ご覧ください。

　以上で、当署からの説明を終わります。
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